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要  旨
 
 金属の二次・三次加工の各工程での成形材の機械特性を事前に予測することは強度評価
, 
安全
性
, 
工程設計などの点で重要である
. 
もし局所的な機械特性が当初設定した許容範囲を超える場
合
,
使用負荷条件に対応させるために二次・三次加工条件の見直し
,
あるいは使用条件の変更が必要
になる．そこで本研究では
, 
冷間加工の履歴を有する成形品の局所的な機械特性を予測する方法
を提案する
. 
今回は炭素鋼
,
アルミニウム
A1070
材の
2
つの材料の口絞り成形品の局所の降伏応力
（
0.2%
耐力）と引張強さの予測を行った
. 
具体的には実験と有限要素法による解析を用いて
 
成形
品の各部の降伏応力と引張強さの値をそれぞれ求め
,
両値を比較することで解析値の妥当性を評
価し研究を進めた
.  
  
実験では管材に口絞り加工を施し
,
加工部から数箇所
,
決められた位置で引張試験片を管に対し
て軸方向
, 
周方向に採取した
. 
そして引張試験を行うことにより口絞り成形品の局所の応力
- 
ひ
ずみ曲線を得て
0.2%
耐力と引張強さを求めた
. 
 また解析では実験と同条件で
FEM
上で口絞り加工を行い
,
その後引張試験片を採取した位置と
同じ位置からひとつの要素を取り出し
,
その要素に軸方向あるいは周方向の引張変位を与えるこ
とで口絞り成形品の局所の応力
-
ひずみ曲線を得て
0.2%
耐力と引張強さを求め
,
解析値とした
. 
尚
,
解析ではバウシンガー効果の表現のために複合硬化則を導入した
.
複合硬化則の材料モデルに
は
TK
モデルと
Chaboche
モデルの
2
つのモデルを採用した
.Chaboche
モデルでは諸材料定数を
決定するために素材の引張
-
圧縮試験を行った
.
それぞれの材料モデルで解析を行い
,TK
モデルで
は引張強さの
,Chaboche
モデルでは
0.2%
耐力の予測精度が高まることが分かった
.
またモデル適
用に最適な条件があることも分かった
. 
 引張要素を用い
, 
局所的な機械特性を予測する解析手法を用いて炭素鋼とアルミニウム
A1070
の口絞り成形品の局所的な機械特性の予測を行った
. 
材料モデルに
TK
モデルと
Chaboche
モデ
ルの二つの複合硬化則を用いることで
, 
実験条件の範囲内における口絞り成形品の局所の軸方向
, 
周方向の
0.2%
耐力
, 
引張強さを次のように予測することが可能であることを示した
. 
1) 
炭素鋼 ・軸方向：
0.2%
耐力を誤差
23% , 
引張強さを誤差
2.0%
で予測可能である
. 
 
 
 
・周方向：
0.2%
耐力を誤差
10% , 
引張強さを誤差
2.0%
で予測可能である
. 
2) A1070   
・軸方向：
0.2%
耐力を誤差
33% , 
引張強さを誤差
1.0%
で予測可能である
. 
    
・周方向：
0.2%
耐力を誤差
5.0% , 
引張強さを誤差
2.0%
で予測可能である
. 
